
資料２

平成 29 年度事業計画について

【方針】 文化財の所有者や保存団体と協力し、文化財の保存継承及び活用に向けて事業を進

めていく。合わせて市内の文化財について広く市民に周知を図る。

国指定史跡「長久手古戦場」については、保存活用に係る計画を策定し、史跡の価

値を再確認するとともに、将来に保存継承していくための方針や方法を定めます。

１ 古戦場桜まつり補助事業

主催：長久手古戦場桜まつり実行委員会

概要：小牧・長久手の戦いに関する史跡など、郷土の歴史、伝統文化に触れる機会と

し、市民による実行委員会が主催し、市民による実行委員会が主催し平成 29年 4
月 2日に長久手古戦場桜まつりを開催した。
各団体によるステージ発表、ブース出店、茶席、火縄銃の発砲、弓道大会を実

施した。来場者は 8,000 人。

２ 古戦場公園再整備事業

史跡長久手古戦場保存活用計画策定 史跡長久手古戦場保存活用計画策定測量

（平成２８年度から平成２９年度まで）

概要：国指定史跡（長久手古戦場）の保存・活用について、史跡地の構成要素を分類

し、その保存と活用の方針を定める保存活用計画を策定する。また計画策定に

関して史跡地の境界確定など必要な測量調査業務を実施する。

３ 古文書等燻蒸

概要：郷土資料室で保管している古文書の虫食いを事前に防ぐため、燻蒸を行う。

４ 展示事業

⑴ 特別展開催（平成 30年 1月 5日（金）～2月 4日（日）予定）
概要：市内外からの来館者に小牧・長久手の戦いに関する理解を深めていただくと同

時に、市が進めている古戦場公園再整備事業を PRするため、平成 28年度に引
き続き「小牧・長久手の戦い」をテーマとした特別展を開催する。

⑵ 特別展関連講座（平成 30年 1月 20日（土）開催予定）
概要：戦いが起こった位置、地域性から「小牧・長久手の戦い」について考える。（予

定）愛知大学文学部 日本中世史専攻 山田邦明教授

５ 市が洞小校区共生ステーションにおける文化財展示

概要：市が洞小校区における共生ステーションで丁子田 1号窯、市ケ洞 1号窯から出
土した須恵器等を展示する。

６ 補助事業

⑴ 前熊古典芸能保存会（前熊天王祭り 平成 29 年 7 月 9 日開催）



⑵ 上郷警固祭り保存会（上郷の警固祭り 平成 29 年 10 月 8 日開催予定）

⑶ 左義長報償金

７ 学芸員嘱託員雇用

概要：特別展、展示計画等専門性の高い職務を行い、また埋蔵文化財の試掘・発掘等

において専門の知識を有した者が対応できるよう、学芸員嘱託員を採用する。

８ 長久手市文化財保護審議会スケジュール

第 1回 ９月２２日（金）午後１時

第 2回 ３月予定


